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  次世代磁気記録における書き込み方式として期待されているマイクロ波アシスト磁化反転[1-4]では，

書き込みヘッドに作り込んだスピントルク発振素子（STO）をマイクロ波磁界源として用いることが提案され

ている．本研究では，Fig. 1に示す STOと垂直磁化膜ドット（PL）を積層した素子を用い，STOから発生す

るマイクロ波磁界中における PLの磁化反転（STOアシスト）を解析した．また，素子近傍に作製したマイク

ロ波線路に信号発生器（SG）からのマイクロ波信号を導入し発生させたマイクロ波磁界中における磁化反

転（SGアシスト）と比較した． 

  Fig. 2(a)に，+0.65 mA を通電し，Fig. 1に示す方向に外部磁界を印加し測定した STO スペクトルを示

す．スペクトルの不連続はPLの磁化反転に対応しており，反転磁界は2.5 kOeであった．また反転が起き

る直前の STOの発振周波数はおよそ 4 GHz

であった．この反転磁界は，STO によるアシス

ト効果に加え電流による温度上昇の影響を含

む．そのため，温度上昇のみをおこし，STO

の磁化振動を励起しない逆方向の電流 −

0.65 mA を通電した場合の反転磁界（3.2 kOe，

データ未掲載）と比較でき，STO アシストよっ

て反転磁界が低下することが示された．

Fig. 2(b)に，SGアシスト反転磁界のマイ

クロ波磁界周波数依存性を示す．周波

数を上げるにつれ反転磁界が低下する

マイクロ波アシスト磁化反転に典型的な

反転挙動が得られた．STOアシストの反

転磁界は，STOの発振周波数 4 GHzに

おける SG アシスト反転磁界とは一致せ

ず，2倍のおおよそ8 GHzにおける反転

磁界と一致した．この結果は，STO の磁

化振動軌道のため発生する 2倍波のマ

イクロ波磁界成分によって磁化反転が

アシストされることを示唆している． 
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Fig. 1. Sample structure and measurement configuration. 
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Fig. 2. (a) Power spectral density (PSD) of STO signal versus 

external magnetic field for +0.65 mA. (b) SG-assisted 

switching field versus microwave field frequency. The 

microwave field amplitude is set to 174 Oe. The red dot shows 

the switching field and the STO frequency of the STO assist. 
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